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３学期はあっという間です 
新しい年を迎えてから１ヶ月経ちました。年始に決めた目標は継続できているでしょうか? 

１月１７日、１８日には全国の３年生および過年度生が大学入学共通テストに挑みました。緊張と不安

の中でも、先輩方は全力で受験しました。そして次はみなさんの番です。 ３学期はあっという間だとつくづ

く感じます。２月の後半は学年末試験、それが終わると卒業式、高校入試が行われ、気が付けば終業式を

迎えてしまいます。そうこうしているうちに皆さん３年生になってしまいます。 日々を大切にしましょう。 

 

課題探究最終発表会 
  ２月６日（金）５～７時間目に課題探究の最終発表会を行いました。同じ高校二年生だけでなく、中学

生や高校一年生、保護者の皆さん、そしてご協力くださった地元企業の皆さまをはじめとした外部の協力

者の方々に向けて発表を行いました。自分たちの取り組みだけではなく、人に伝える力などの探究を経て

得た力も披露できたのではないかと思います。また、発表を通して他の人の意見に触れることで、新たな

視点や方向性に気づくことができたのではないでしょうか。今回の発表は中学生や１年生にとってもこれ

から探究に取り組むうえでの良いヒントになったはずです。 

１年間にわたる探究活動、本当にお疲れさまでした。今後大学や社会に出たときには、まだよく知らな

い人たちと共に取り組む機会があると思います。そんなとき、この探究の過程で得た経験はきっと皆さん

の力になります。１年間の努力と成長を自信に変え、これからの進路や挑戦に生かしていってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月～３月上旬の行事予定   

月 火 水 木 金 土 日 

９ 50分 

第６回 Career 

Well-Being 

forum 

１０ 50分 

 

１１  

[建国記念の日] 

１２ 50分 

個人写真撮影 

１３  

 

１４ 

 

１５ 

 

１６ 50分 

 

１７ 50分 

 

１８ 

学年末試験① 

１９  

学年末試験② 

２０   

学年末試験③ 

２１ 

 

２２ 

 

２３ 

[天皇誕生日] 

２４ 

学年末試験④ 

２５ 

学年末試験⑤ 

２６  

 

２７  

 

２８ ３／１ 

 

２ 

特別時間割 

午前：卒業式準備 

午後：卒業式予行 

３ 

卒業式 

４ 

次年度前期生徒

会役員選挙 

表彰伝達式 

７限カット 

５ 

 

６ 

 

７ ８ 

９ 

特別時間割 

午前：授業、準備 

午後：放課 

１０ 

学検① 

生徒休業 

校地内立入禁止 

１１ 

学検② 

生徒休業 

校地内立入禁止 

１２ 

生徒代休 

１３ 

スタディサポート 

１４ １５ 

  
なんとなく同じ日々を繰り返し、周りに流されている。そんな自

分を望んでいるのか。否、何も考えていないのではないか。そ

んなあなた、ちょっとお時間いただけますか。 

２月、３月は比較的自由に使える時間が多くあります。チャ

ンスです。せっかくですから有効に使いましょう。もちろん思い出作りも大切です。でもやるべきこととのバ

ランスをとりましょう。後悔して悲しくなるのは自分です。３年生になってからでは遅いのです。人間、急には

始められないからです。 

では具体的にどうすべきか。３点に絞ってお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最も大切なのはこれらを実行してみることです。何か一つでも、今日から実践してみましょう。そのため

に、フォーサイトや筆箱、スマホのロック画面など、決めた取り組みを目に付くところに残しておきましょう。

残しましたか？残してからこの学年通信を片付けてください。ここが人生の分岐点かもしれませんよ。 

２年学年通信 ２月号 

①基本から始める

授業、課題、小テスト、朝学・・・

基本と聞くと簡単なことに感じ

ますが、きちんとできている人

は少ないと思います。基本を

確実にするだけでも十分力に

なります。まずは基本から。学

校を休まないことも大切です。

家で一日７時間の勉強はな

かなか難しいですから。

②数値目標を設定する

小テストで満点でも、定期テ

ストで〇番でも、何でもいい

です。が、必ず数値で。そうす

ることで達成したかが明確

になります。達成するために

は・・・と考えると、取り組みや

計画が考えやすいです。

③周りと協力する

友達と競ったり、保護者の方

にスマホ預けたり。一人でや

るより継続率が上がります。

やってないことを確認しあっ

て安心するようなことは相手

のためにもなりません。


